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(57)【要約】
【課題】表示されている画像の中から所望の情報を容易
に選択する。
【解決手段】撮像部１１０が取り込んだ取り込み画像を
表示部１２０が表示し、表示部１２０の表示面に対する
操作を検知部１３０が検知し、検知部１３０が検知した
操作が所定の操作である場合、制御部１４０が、取り込
み画像のうち、検知部１３０が所定の操作を検知し始め
たときに取り込んだ取り込み画像を表示部１２０に表示
させ続け、検知部１３０が操作を検知した表示面の位置
の移動量が所定の閾値を超えた場合、その操作が所定の
操作であると判別し、抽出部１５０が、検知部１３０が
操作を検知した表示面の位置に応じた特定領域に表示さ
れている情報を、表示部が表示している取り込み画像か
ら抽出する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像部と、
　前記撮像部が取り込んだ取り込み画像を表示する表示部と、
　前記表示部の表示面に対する操作を検知する検知部と、
　前記検知部が検知した操作が所定の操作である場合、前記取り込み画像のうち、前記検
知部が前記所定の操作を検知し始めたときに取り込んだ取り込み画像を前記表示部に表示
させ続け、前記検知部が前記操作を検知した前記表示面の位置の移動量が所定の閾値を超
えた場合、該操作が前記所定の操作であると判別する制御部と、
　前記検知部が前記操作を検知した前記表示面の位置に応じた特定領域に表示されている
情報を、前記表示部が表示している取り込み画像から抽出する抽出部とを有する情報処理
装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報処理装置において、
　前記検知部が前記操作を検知した前記表示面の位置に応じた特定領域に表示されている
情報を、前記表示部が表示している取り込み画像から抽出する抽出部と、
　当該情報処理装置の動作モードとして、前記表示部に表示された取り込み画像について
撮像処理を行う撮像モードと、前記抽出部による抽出処理を行う特定モードとのいずれか
一方を設定するモード設定部とを有し、
　前記制御部は、前記モード設定部が前記動作モードを前記特定モードに設定している場
合、前記検知部が検知した操作が前記所定の操作であると判別することを特徴とする情報
処理装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の情報処理装置において、
　前記制御部は、前記抽出部が抽出した情報を検索キーとして、該情報に関連する関連情
報を検索することを特徴とする情報処理装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の情報処理装置において、
　前記制御部は、前記検索キーを用いて、当該情報処理装置との間で通信可能な通信装置
に該情報に関連する関連情報を検索させ、該検索の結果を得ることを特徴とする情報処理
装置。
【請求項５】
　請求項１または請求項２に記載の情報処理装置において、
　情報の書き込みおよび読み出しが可能な記憶部を有し、
　前記制御部は、前記抽出部が抽出した情報を前記記憶部に書き込むことを特徴とする情
報処理装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の情報処理装置において、
　前記制御部は、前記記憶部に書き込まれている情報を読み出し、
　前記表示部は、前記制御部が読み出した情報を表示することを特徴とする情報処理装置
。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の情報処理装置において、
　前記検知部は、接触センサまたは近接センサであることを特徴とする情報処理装置。
【請求項８】
　表示部に表示された情報を処理する情報処理方法であって、
　撮像する処理と、
　前記撮像して取り込んだ取り込み画像を前記表示部に表示する処理と、
　前記表示部の表示面に対する操作を検知する処理と、
　前記検知した操作が所定の操作であるかどうかを判別する処理と、
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　前記検知した操作が所定の操作である場合、前記取り込み画像のうち、前記所定の操作
を検知し始めたときに取り込んだ取り込み画像を前記表示部に表示させ続ける処理と、
　前記操作を検知した前記表示面の位置の移動量が所定の閾値を超えた場合、該操作が前
記所定の操作であると判別する処理と、
　前記操作を検知した前記表示面の位置に応じた特定領域に表示されている情報を、前記
表示部が表示している取り込み画像から抽出する処理とを行う情報処理方法。
【請求項９】
　表示部を具備する装置に、
　撮像する手順と、
　前記撮像して取り込んだ取り込み画像を前記表示部に表示する手順と、
　前記表示部の表示面に対する操作を検知する手順と、
　前記検知した操作が所定の操作であるかどうかを判別する手順と、
　前記検知した操作が所定の操作である場合、前記取り込み画像のうち、前記所定の操作
を検知し始めたときに取り込んだ取り込み画像を前記表示部に表示させ続ける手順と、
　前記操作を検知した前記表示面の位置の移動量が所定の閾値を超えた場合、該操作が前
記所定の操作であると判別する手順と、
　前記操作を検知した前記表示面の位置に応じた特定領域に表示されている情報を、前記
表示部が表示している取り込み画像から抽出する手順とを実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報を処理する情報処理装置、情報処理方法およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯端末に代表されるような、タッチパネル機能を具備したディスプレイが搭載
された情報処理装置では、利用者が指等をディスプレイに接触させると、ディスプレイ上
の接触を検知した位置に表示されている情報が選択（抽出）され、その選択された情報に
応じた処理が行われる（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－２１７２７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述したような情報処理装置においては、ディスプレイに表示されている画像が静止画
像であれば、選択をしたい情報が表示されている位置が固定されているため、当該情報の
選択を確実に行うことができる。
【０００５】
　しかしながら、カメラ等の撮像機能が搭載された情報処理装置において、取り込まれた
画像がプレビュー画像としてディスプレイに表示され、その表示されている画像の中から
所望の情報を選択する場合、その選択が困難になってしまう場合がある。
【０００６】
　例えば、被写体が動いている場合や、当該情報処理装置を持っている利用者が動いてい
る場合、または、当該情報処理装置を被写体との間に撮像を妨げる物体が移動している場
合等、ディスプレイ上に表示されている情報の表示位置が固定せず、その情報の選択が困
難になってしまうという問題点がある。
【０００７】
　本発明の目的は、上述した課題を解決する情報処理装置、情報処理方法およびプログラ
ムを提供することである。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の情報処理装置は、
　撮像部と、
　前記撮像部が取り込んだ取り込み画像を表示する表示部と、
　前記表示部の表示面に対する操作を検知する検知部と、
　前記検知部が検知した操作が所定の操作である場合、前記取り込み画像のうち、前記検
知部が前記所定の操作を検知し始めたときに取り込んだ取り込み画像を前記表示部に表示
させ続け、前記検知部が前記操作を検知した前記表示面の位置の移動量が所定の閾値を超
えた場合、該操作が前記所定の操作であると判別する制御部と、
　前記検知部が前記操作を検知した前記表示面の位置に応じた特定領域に表示されている
情報を、前記表示部が表示している取り込み画像から抽出する抽出部とを有する。
【０００９】
　また、本発明の情報処理方法は、
　表示部に表示された情報を処理する情報処理方法であって、
　撮像する処理と、
　前記撮像して取り込んだ取り込み画像を前記表示部に表示する処理と、
　前記表示部の表示面に対する操作を検知する処理と、
　前記検知した操作が所定の操作であるかどうかを判別する処理と、
　前記検知した操作が所定の操作である場合、前記取り込み画像のうち、前記所定の操作
を検知し始めたときに取り込んだ取り込み画像を前記表示部に表示させ続ける処理と、
　前記操作を検知した前記表示面の位置の移動量が所定の閾値を超えた場合、該操作が前
記所定の操作であると判別する処理と、
　前記操作を検知した前記表示面の位置に応じた特定領域に表示されている情報を、前記
表示部が表示している取り込み画像から抽出する処理とを行う。
【００１０】
　また、本発明のプログラムは、
　表示部を具備する装置に実行させるためのプログラムであって、
　撮像する手順と、
　前記撮像して取り込んだ取り込み画像を前記表示部に表示する手順と、
　前記表示部の表示面に対する操作を検知する手順と、
　前記検知した操作が所定の操作であるかどうかを判別する手順と、
　前記検知した操作が所定の操作である場合、前記取り込み画像のうち、前記所定の操作
を検知し始めたときに取り込んだ取り込み画像を前記表示部に表示させ続ける手順と、
　前記操作を検知した前記表示面の位置の移動量が所定の閾値を超えた場合、該操作が前
記所定の操作であると判別する手順と、
　前記操作を検知した前記表示面の位置に応じた特定領域に表示されている情報を、前記
表示部が表示している取り込み画像から抽出する手順とを実行させる。
【発明の効果】
【００１１】
　以上説明したように、本発明においては、表示されている画像の中から所望の情報を容
易に選択することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の情報処理装置の実施の一形態を示す図である。
【図２】図１に示した情報処理装置を、表示部の表示面側から見た外観図の一例である。
【図３】図１に示した情報処理装置を、撮像部が配置された面側から見た外観図の一例で
ある。
【図４】図１に示した情報処理装置における情報処理方法のうち、情報を抽出するまでの
処理を説明するためのフローチャートである。
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【図５】図１に示した検知部が検知した表示部の表示面への接触の一例を示す図である。
【図６】図１に示した検知部が検知した表示部の表示面への接触の他の例を示す図である
。
【図７】図１に示した情報処理装置における情報処理方法のうち、抽出された情報を記憶
して、記憶した情報の読み出しの指示があった場合、当該情報を読み出して表示する処理
を説明するためのフローチャートである。
【図８】図１に示した表示部に情報が表示された表示画面の一例を示す図である。
【図９】図１に示した情報処理装置における情報処理方法のうち、抽出された情報を検索
キーとして、その情報に関連する関連情報を検索する処理を説明するためのフローチャー
トである。
【図１０】図１に示した表示部に、抽出された情報と、その情報を検索サイトへ送信する
ための指示キーが表示された画面の一例を示す図である。
【図１１】図１に示した通信部が受信した検索結果が、表示部に表示された画面の一例を
示す図である。
【図１２】本発明の情報処理装置の実施の他の形態を示す図である。
【図１３】図１２に示した情報処理装置における情報処理方法のうち、情報を抽出するま
での処理を説明するためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１４】
　図１は、本発明の情報処理装置の実施の一形態を示す図である。
【００１５】
　本形態における情報処理装置１００には図１に示すように、撮像部１１０と、表示部１
２０と、検知部１３０と、制御部１４０と、抽出部１５０と、記憶部１６０と、通信部１
７０とが設けられている。
【００１６】
　撮像部１１０は、被写体を撮像して、その撮像した画像を取り込み画像として情報処理
装置１００に取り込む。撮像部１１０は、例えば、カメラであっても良い。
【００１７】
　表示部１２０は、撮像部１１０が取り込んだ取り込み画像を表示するディスプレイであ
る。表示部１２０は、この取り込み画像を、一般的な携帯端末等に搭載されているカメラ
機能のように、撮像処理を行うためのプレビュー画面として表示する。
【００１８】
　検知部１３０は、表示部１２０の表示面に対する操作を検知する。例えば、検知部１３
０は、接触センサや近接センサであっても良い。検知部１３０が接触センサや近接センサ
である場合、検知部１３０は、利用者の指やペン等の物体の表示部１２０の表示面への接
触や近接を検知する。また、検知部１３０は、操作があった表示面上の位置を検知する。
【００１９】
　制御部１４０は、検知部１３０が検知した操作が所定の操作であるかどうかを判別する
。ここで、制御部１４０は、検知部１３０が操作を検知した表示面の位置の移動量が所定
の閾値を超えた場合、その操作が所定の操作であると判別する。
【００２０】
　また、制御部１４０は、検知部１３０が検知した操作が所定の操作であると判別した場
合、取り込み画像のうち、所定のタイミングで取り込んだ取り込み画像を表示部１２０に
表示させ続ける。つまり、通常、表示部１２０が表示しているプレビュー画面は、撮像部
１１０が取り込んだ複数の取り込み画像を時系列的に連続して表示するものであるが、そ
のうち、あるタイミングにおける１つの取り込み画像を制御部１４０が表示部１２０に表
示させ続ける。
【００２１】
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　ここで、制御部１４０は、取り込み画像を遡って表示部１２０に表示させることができ
るように、撮像部１１０が取り込んだ取り込み画像をバッファ（メモリ）に一時的に保存
しておく。そして、制御部１４０は、検知部１３０が検知した操作が所定の操作であると
判別したら、その所定の操作が始まった時点に撮像部１１０が取り込んだ取り込み画像を
バッファから読み出して、読み出した取り込み画像を表示部１２０に表示させ続けるもの
であっても良い。また、制御部１４０は、検知部１３０が検知した操作が所定の操作であ
ると判別したら、その判別した時点に撮像部１１０が取り込んだ取り込み画像をバッファ
から読み出して、読み出した取り込み画像を表示部１２０に表示させ続けるものであって
も良い。このように、制御部１４０が、ある時点での取り込み画像を表示部１２０に表示
させ続ける（継続して表示させる）ことで、表示部１２０を閲覧する利用者にとっては、
表示部１２０に表示されている画像が静止（固定）して見える。
【００２２】
　また、制御部１４０は、抽出部１５０が抽出した情報が、どのような情報であるか（画
像情報であるか、文字情報であるか等）を解析するものであっても良い。
【００２３】
　また、制御部１４０は、抽出部１５０が抽出した情報を検索キーとして、その情報に関
連する情報（関連情報）を検索する。このとき、制御部１４０は、情報処理装置１００内
部に記憶されている情報から関連情報を検索するものであっても良いし、検索キーを用い
て、情報処理装置１００との間で通信可能な通信装置にその情報の関連情報を検索させ、
その検索の結果を得るものであっても良い。また、検索方法は、抽出部１５０が抽出した
情報が文字情報であれば、テキスト検索であっても良いし、抽出部１５０が抽出した情報
が画像情報であれば、画像検索であっても良く、ここでは特に規定しない。また、検索エ
ンジン等の検索機能自体を情報処理装置１００内に具備しているものであっても良いし、
単に検索キーを検索サイトへ送信し、その結果を受信することで、検索を行うものであっ
ても良い。
【００２４】
　また、制御部１４０は、抽出部１５０が抽出した情報を記憶部１６０に書き込むもので
あっても良い。また、制御部１４０は、外部から所定の入力があった場合、記憶部１６０
に書き込まれている情報を読み出し、表示部１２０に表示させるものであっても良い。
【００２５】
　抽出部１５０は、検知部１３０が所定の操作を検知した表示面の位置に応じた特定領域
に表示されている情報を、表示部１２０が表示している画像から抽出する。この抽出する
情報は、上述したような画像情報や文字情報、または、バーコードや二次元コード等のコ
ード情報であっても良い。また、この特定領域の決定方法については、後述する。
【００２６】
　記憶部１６０は、情報の書き込みおよび読み出しが可能なメモリである。なお、記憶部
１６０は、情報処理装置１００に固定的に搭載されているものであっても良いし、情報処
理装置１００に着脱可能な記憶媒体であっても良い。
【００２７】
　通信部１７０は、外部の通信装置との間で通信を行うインタフェース機能を有する。例
えば、通信部１７０は、一般的な携帯端末が通話やパケット通信を行うためのものと同じ
で良い。
【００２８】
　図２は、図１に示した情報処理装置１００を、表示部１２０の表示面側から見た外観図
の一例である。
【００２９】
　図１に示した情報処理装置１００を、表示部１２０の表示面側（表面）から見ると図２
に示すように、情報処理装置１００の表面に表示部１２０が配置されている。
【００３０】
　図３は、図１に示した情報処理装置１００を、撮像部１１０が配置された面側から見た
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外観図の一例である。
【００３１】
　図１に示した情報処理装置１００を、撮像部１１０が配置された面側（裏面）から見る
と図３に示すように、情報処理装置１００の裏面に撮像部１１０が配置されている。
【００３２】
　なお、図２および図３に示した情報処理装置１００の外観は、情報処理装置１００がス
マートフォンである場合の一例であり、情報処理装置１００がデジタルカメラや他の装置
である場合は、表示部１２０および撮像部１１０は、それらに応じた位置に配置される。
【００３３】
　以下に、図１に示した情報処理装置１００における情報処理方法について説明する。ま
ずは、図１に示した情報処理装置１００における情報処理方法のうち、情報を抽出するま
での処理について説明する。
【００３４】
　なお、ここでは、検知部１３０が、接触センサである場合を例に挙げて説明する。つま
り、検知部１３０が検知する操作が、表示部１２０の表示面への物体の「接触」である場
合を例に挙げて説明する。
【００３５】
　図４は、図１に示した情報処理装置１００における情報処理方法のうち、情報を抽出す
るまでの処理を説明するためのフローチャートである。
【００３６】
　まず、ステップ１にて、撮像の開始が指示されたかどうかを制御部１４０が判別する。
この判別方法は、例えば、表示部１２０に表示されたメニューから、撮像機能を示すアイ
コンが利用者によって選択されたことを認識した場合、制御部１４０が撮像の開始が指示
されたと判別するものであっても良い。
【００３７】
　撮像の開始が指示されると、撮像部１１０が起動し、ステップ２にて、撮像部１１０が
取り込んだ取り込み画像を表示部１２０が表示する。
【００３８】
　すると、検知部１３０が、表示部１２０の表示面への接触の検知を開始する。
【００３９】
　続いて、ステップ３にて、制御部１４０が、検知部１３０が検知した接触が所定の接触
であるかどうかを判別する。例えば、検知部１３０が接触を検知した位置（接触の開始位
置）から表示部１２０の表示面上での接触位置の移動量（移動の距離）が、あらかじめ設
定された閾値（距離）を超えたかどうかを、制御部１４０が判別し、移動量がその閾値を
超えた場合、検知部１３０が検知した接触が所定の接触であると判別するものであっても
良い。
【００４０】
　制御部１４０が、検知部１３０が検知した接触が所定の接触であると判別した場合、ス
テップ４にて、制御部１４０は、撮像部１１０が取り込んだ取り込み画像のうち、所定の
タイミングで取り込んだ取り込み画像を表示部１２０に表示させ続ける。このとき、利用
者が表示部１２０を見ると、表示部１２０に表示されている画面が、静止画のように固定
されて見える。また、この所定のタイミングとは、検知部１３０が接触を検知し始めたと
きであっても良いし、制御部１４０が、接触位置の移動量がその閾値を超えたと判別した
ときであっても良い。所定のタイミングが、検知部１３０が接触を検知し始めたときであ
る場合、上述したように、バッファに一時的に保存されている取り込み画像の中から、検
知部１３０が接触を検知し始めたときに撮像部１１０が取り込んだ取り込み画像を読み出
して、読み出した取り込み画像を表示部１２０に表示させ続けるものであっても良い。
【００４１】
　その後、ステップ５にて、制御部１４０は、検知部１３０が接触を検知した表示部１２
０の表示面の位置に基づいて、特定領域を決定する。
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【００４２】
　図５は、図１に示した検知部１３０が検知した表示部１２０の表示面への接触の一例を
示す図である。
【００４３】
　例えば、図５に示すように、検知部１３０が表示部１２０の表示面のＡ点で接触を検知
し、接触が継続したまま、その接触位置がＡ点からＢ点へ移動した（Ａ点からＢ点まで物
体が表示部１２０の表示面へ接触し続けた）ことを検知し、Ｂ点でその接触を検知しなく
なった場合、制御部１４０は、Ａ点からＢ点までの範囲を特定領域として決定する。
【００４４】
　図６は、図１に示した検知部１３０が検知した表示部１２０の表示面への接触の他の例
を示す図である。
【００４５】
　例えば、図６に示すように、検知部１３０が表示部１２０の表示面のＣ点で接触を検知
し、接触が継続したまま、その接触位置がＣ点から円を描くようにＣ点へ戻った（Ｃ点か
ら再度Ｃ点まで物体が表示部１２０の表示面へ接触し続けた）ことを検知し、Ｃ点へ戻っ
たときにその接触を検知しなくなった場合、制御部１４０は、Ｃ点から接触を検知した円
に含まれる範囲を特定領域として決定する。
【００４６】
　このように特定領域を決定することで、表示部１２０に表示されている取り込み画像の
中から、所望の情報を選択（指定）することができる。
【００４７】
　すると、ステップ６にて、制御部１４０は、決定された特定領域に含まれる情報を、表
示部１２０に表示されている取り込み画像から抽出する。
【００４８】
　次に、図１に示した情報処理装置１００における情報処理方法のうち、抽出された情報
を記憶して、記憶した情報の読み出しの指示があった場合、当該情報を読み出して表示す
る処理について説明する。
【００４９】
　図７は、図１に示した情報処理装置１００における情報処理方法のうち、抽出された情
報を記憶して、記憶した情報の読み出しの指示があった場合、当該情報を読み出して表示
する処理を説明するためのフローチャートである。
【００５０】
　まず、ステップ１１にて、表示部１２０に表示されている取り込み画像から情報を抽出
したかどうかを制御部１４０が判別する。
【００５１】
　表示部１２０に表示されている取り込み画像から情報を抽出した場合、ステップ１２に
て、その抽出した情報を制御部１４０が記憶部１６０に書き込む。
【００５２】
　その後、ステップ１３にて、記憶部１６０に記憶されている情報の読み出しの指示があ
ったかどうかを制御部１４０が判別する。この判別方法は、外部から、所定の入力を受け
付けた場合に、読み出しの指示があったと判別するものであっても良い。例えば、表示部
１２０に表示されたメニューのうち、所定のメニューが選択された場合、読み出しの指示
があったと判別するものであっても良い。
【００５３】
　記憶部１６０に記憶されている情報の読み出しの指示があった場合、ステップ１４にて
、制御部１４０は、記憶部１６０から情報を読み出す。
【００５４】
　そして、ステップ１５にて、制御部１４０は、記憶部１６０から読み出した情報を表示
部１２０に表示させる。この表示方法は、例えば、情報を表示できるアプリケーションを
起動して、そのアプリケーションの表示部分に表示するものであっても良い。
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【００５５】
　図８は、図１に示した表示部１２０に情報が表示された表示画面の一例を示す図である
。なお、ここでは、「ａｂｃ」という情報が読み出された場合を例に挙げて説明する。
【００５６】
　図１に示した表示部１２０には図８に示すように、所定の情報表示用アプリケーション
によって付箋紙１２１の画像が表示され、付箋紙１２１に情報「ａｂｃ」が表示される。
【００５７】
　次に、図１に示した情報処理装置１００における情報処理方法のうち、抽出された情報
を検索キーとして、その情報に関連する関連情報を検索する処理について説明する。ここ
では、抽出された情報を検索キーとして、情報処理装置１００が接続可能な外部の検索サ
イトで、当該情報に関連する関連情報の検索を行う場合を例に挙げて説明する。
【００５８】
　図９は、図１に示した情報処理装置１００における情報処理方法のうち、抽出された情
報を検索キーとして、その情報に関連する関連情報を検索する処理を説明するためのフロ
ーチャートである。
【００５９】
　まず、ステップ２１にて、表示部１２０に表示されている取り込み画像から情報を抽出
したかどうかを制御部１４０が判別する。
【００６０】
　表示部１２０に表示されている取り込み画像から情報を抽出した場合、ステップ２２に
て、その抽出した情報を検索キーとして、制御部１４０が通信部１７０を介して検索サイ
トへ送信する。ここで、抽出した情報を表示部１２０が表示し、所定の入力があったとき
に、制御部１４０が、その情報を検索サイトへ送信するものであっても良い。
【００６１】
　図１０は、図１に示した表示部１２０に、抽出された情報と、その情報を検索サイトへ
送信するための指示キーが表示された画面の一例を示す図である。なお、ここでは、「ａ
ｂｃ」という情報が抽出された場合を例に挙げて説明する。
【００６２】
　図１０に示すように、抽出された情報「ａｂｃ」が、表示部１２０に表示された検索キ
ー入力欄１２２に表示される。その後、表示部１２０に表示された検索指示キー１２３が
利用者によって選択されると、表示されている情報が検索キーとして送信される。
【００６３】
　また、制御部１４０は、抽出した情報を解析し、その結果、当該情報が画像情報である
か文字情報であるかを判別する機能（情報判別機能）を具備するものであっても良い。こ
の場合、制御部１４０は、抽出した情報が画像情報であると判別すると、当該情報を検索
画像として検索サイトへ送信する。また、制御部１４０は、抽出した情報が文字情報であ
ると判別すると、当該情報を検索キーワードとして検索サイトへ送信する。また、画像情
報か文字情報かを単に判別するだけではなく、画像情報である場合、その画像が何の画像
であるか、また、文字情報である場合、その文字が何という文字なのかを判別する機能（
詳細判別機能）を具備するものであっても良い。この詳細判別機能が情報処理装置１００
に具備されていない場合、送信先の装置に具備されていても良い。
【００６４】
　また、このような情報判別機能が制御部１４０に具備されていない場合は、抽出した情
報を解析せずに、そのまま検索サイトへ送信するものであっても良い。
【００６５】
　その後、ステップ２３にて、検索サイトから送信された検索結果を通信部１７０が受信
したかどうかを制御部１４０が判別する。
【００６６】
　検索サイトから送信された検索結果を通信部１７０が受信した場合、ステップ２４にて
、その結果を表示部１２０が表示する。
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【００６７】
　図１１は、図１に示した通信部１７０が受信した検索結果が、表示部１２０に表示され
た画面の一例を示す図である。
【００６８】
　図１１に示すように、通信部１７０が受信した検索結果が、表示部１２０に一覧となっ
て表示される。また、表示部１２０に、追加検索をするための追加指示キー１２４が表示
される。その後、表示部１２０に表示された追加指示キー１２４が利用者によって選択さ
れると、表示部１２０が取り込み画像を表示し、上述した所定の操作によって、制御部１
４０が再度の情報の抽出を行い、抽出された情報が、図１０に示した検索キー入力欄１２
２に「ａｂｃ」に追加して入力（表示）されるものであっても良い。
【００６９】
　図１２は、本発明の情報処理装置の実施の他の形態を示す図である。
【００７０】
　本形態における情報処理装置１０１には図１２に示すように、図１に示した形態におけ
る制御部１４０の代わりに制御部１４１が設けられ、さらに、モード設定部１８０が設け
られている。
【００７１】
　撮像部１１０、表示部１２０、検知部１３０、抽出部１５０、記憶部１６０および通信
部１７０は、図１に示した形態におけるものと同じである。
【００７２】
　モード設定部１８０は、情報処理装置１０１の動作モードとして、表示部１２０に表示
された取り込み画像について撮像処理（取り込み画像を静止画や動画として保存する処理
）を行う撮像モードと、上述した抽出部１５０による抽出処理を行う特定モードとのいず
れか一方を設定する。この設定は、外部から所定の入力を受け付けた場合、その入力内容
に基づくものであっても良い。例えば、表示部１２０に表示されるメニューの中に、撮像
モードと特定モードとのいずれか一方を選択するための画面が表示され、利用者による選
択に基づいて、いずれか一方のモードを設定するものであっても良い。
【００７３】
　制御部１４１は、図１に示した制御部１４０が有する機能に加え、モード設定部１８０
が動作モードを特定モードに設定している場合、検知部１３０が検知した操作が所定の操
作であると判別する。つまり、例えば、検知部１３０が接触センサである場合、検知部１
３０が接触を検知すると、その接触の移動に関わらず、その接触が所定の操作であると判
別する。
【００７４】
　以下に、図１２に示した情報処理装置１０１における情報処理方法のうち、情報を抽出
するまでの処理について説明する。
【００７５】
　なお、ここでは、検知部１３０が、接触センサである場合を例に挙げて説明する。つま
り、検知部１３０が検知する操作が、表示部１２０の表示面への物体の「接触」である場
合を例に挙げて説明する。
【００７６】
　図１３は、図１２に示した情報処理装置１０１における情報処理方法のうち、情報を抽
出するまでの処理を説明するためのフローチャートである。
【００７７】
　まず、ステップ３１にて、撮像の開始が指示されたかどうかを制御部１４１が判別する
。この判別方法は、図４に示したフローチャートを用いて説明したものと同じである。
【００７８】
　撮像の開始が指示されると、撮像部１１０が起動し、ステップ３２にて、撮像部１１０
が取り込んだ取り込み画像を表示部１２０が表示する。
【００７９】
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　そして、ステップ３３にて、制御部１４１は、モード設定部１８０に設定されている動
作モードが、特定モードであるかどうかを判別する。
【００８０】
　モード設定部１８０に設定されている動作モードが特定モードではない場合、つまり、
撮像モードである場合、ステップ３４にて、通常の撮像処理が行われる。
【００８１】
　一方、モード設定部１８０に設定されている動作モードが特定モードである場合は、ス
テップ３５にて、検知部１３０が、表示部１２０の表示面への接触の検知を開始する。
【００８２】
　検知部１３０が接触を検知した場合、ステップ３６にて、制御部１４１は、その接触が
所定の操作であると判別し、撮像部１１０が取り込んだ取り込み画像のうち、所定のタイ
ミングで取り込んだ取り込み画像を表示部１２０に表示させ続ける。このとき、ステップ
４の処理で説明したものと同様に、利用者が表示部１２０を見ると、表示部１２０に表示
されている画面が、静止画のように固定される。また、この所定のタイミングとは、検知
部１３０が接触を検知し始めたときであっても良いし、制御部１４１が、接触位置の移動
量がその閾値を超えたと判別したときであっても良い。所定のタイミングが、検知部１３
０が接触を検知し始めたときである場合、上述したように、バッファに一時的に保存され
ている取り込み画像の中から、検知部１３０が接触を検知し始めたときに撮像部１１０が
取り込んだ取り込み画像を読み出して、読み出した取り込み画像を表示部１２０に表示さ
せ続けるものであっても良い。
【００８３】
　その後、ステップ３７にて、制御部１４１は、ステップ５の処理で説明したものと同様
に、検知部１３０が接触を検知した表示部１２０の表示面の位置に基づいて、特定領域を
決定する。
【００８４】
　すると、ステップ３８にて、制御部１４１は、決定された特定領域に含まれる情報を、
表示部１２０に表示されている取り込み画像から抽出する。
【００８５】
　抽出した情報を記憶したり、表示したり、抽出した情報に基づいて検索したりする方法
については、図７および図９に示したフローチャートを用いて説明したものと同じである
。
【００８６】
　また、上述したもの以外に、抽出した情報を、所定の位置や、他のアプリケーションの
入力として、コピーするものであっても良い。
【００８７】
　このように、取り込み画像を表示させている状態で、所定の操作を受け付けると、表示
されている取り込み画像が、あるタイミングで取り込んだ取り込み画像に固定されるため
、表示されている画像の中から所望の情報を容易に選択することができる。
【００８８】
　上述した情報処理装置１００，１０１それぞれに設けられた各構成要素が行う処理は、
目的に応じてそれぞれ作製された論理回路で行うようにしても良い。また、処理内容を手
順として記述したコンピュータプログラム（以下、プログラムと称する）を情報処理装置
１００，１０１それぞれにて読取可能な記録媒体に記録し、この記録媒体に記録されたプ
ログラムを情報処理装置１００，１０１それぞれに読み込ませ、実行するものであっても
良い。情報処理装置１００，１０１それぞれにて読取可能な記録媒体とは、フロッピー（
登録商標）ディスク、光磁気ディスク、ＤＶＤ、ＣＤなどの移設可能な記録媒体の他、情
報処理装置１００，１０１それぞれに内蔵されたＲＯＭ、ＲＡＭ等のメモリやＨＤＤ等を
指す。この記録媒体に記録されたプログラムは、情報処理装置１００，１０１それぞれに
設けられた制御部１４０，１４１にて読み込まれ、制御部１４０，１４１の制御によって
、上述したものと同様の処理が行われる。ここで、制御部１４０，１４１は、プログラム
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が記録された記録媒体から読み込まれたプログラムを実行するコンピュータとして動作す
るものである。
【００８９】
　以上、実施の形態を参照して本願発明を説明したが、本願発明は上記実施の形態に限定
されるものではない。本願発明の構成や詳細には、本願発明のスコープ内で当業者が理解
し得る様々な変更をすることができる。
【００９０】
　この出願は、２０１１年１２月１６日に出願された日本出願特願２０１１－２７５６０
９を基礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。
【符号の説明】
【００９１】
　１００，１０１　　情報処理装置
　１１０　　撮像部
　１２０　　表示部
　１２１　　付箋紙
　１２２　　検索キー入力欄
　１２３　　検索指示キー
　１２４　　追加指示キー
　１３０　　検知部
　１４０，１４１　　制御部
　１５０　　抽出部
　１６０　　記憶部
　１７０　　通信部
　１８０　　モード設定部

【図１】 【図２】
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